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本誌は,財 政 と公共政策に関する幅広い領域の理論的 ・実証的研究の成果を公表 し,相 互交流を促すこ
とによって財政学研究,お よび公共政策研究の更なる深化 ・発展に寄与していくことを目指 しています.
本誌の発行は財政学研究会を母体 としていますが,上 述の 目的のために会員だけでな く広 く非会員の方々
か らの本誌への投稿も歓迎します.
本誌への投稿論文は,財 政学研究会内に設けられた 『財政と公共政策』編集委員会によって受理 され,
編集委員会の選任 した複数の査読者 による審査の上,掲 載を許可 されたものが掲載 されます.な お,投 稿
を希望される方は,以 下の投稿規定に留意されるようお願い申し上げます.
投 稿 規 程
[本誌の扱う内容]
財政学(予 算論,経 費論,租 税論,公 債論,地 方財政論,国 際財政論,財 政政策論,財 政思想,財 政史
等),国 家 ・自治体論,地 方自治論,ガ バナンス論,規 制緩和,民 営化,公 益事業論,公 共政策論(環 境政
策,交 通政策,国 土政策,都 市政策…)等 関連領域.
[投稿論文の受理]
投稿論文は随時受け付けています.到 着した原稿から順次査読に入 り,査 読終了後 に掲載が決定 したも
のか ら順番に,年2回 発行(5月,10月)さ れる本誌に掲載 していくことにします.な お,投 稿 された論
文は返却されません.
[投稿論文の種別]
投稿論 文 には,研 究論文(制 限字数25,000字),研 究ノー ト(同15,000字),展 望論文(同20ρ00字)の 区
別が あ ります.た だ し,制 限字数 は全 て図表込み の数字 です.図 表 を用 いる場合は1点 を800字 と計算 し,
5点 まで を上の字数 に含 め るこ とが で きます.ま た,総 字数が上記 の制限字数 を超 え る場合,文 章 につい
て は1ペ ー ジ(約1,700字)に つ き3000円,図 表 については1点 につ きその作成 費用 相 当額 だけ,投 稿料 が
引 き上 げ られ ます ので,あ らか じめ ご留 意下 さい.な お,抜 き刷 りにつ きま してはご要望 に添 えかね ます
ので,ご 了承 くだ さい.
[投稿料]
財政学研究会会員は無料,非 会員は有職者の方が1万 円,大 学院生の方は5千 円となります.
[論文提出要領]
投稿 を希 望 され る方 は,ハ ー ドコ ピー3部 を下記 の投稿 論文送付先 に提 出 して下 さい.ま た,掲 載 が決
定 した場合 には,テ キス トファイル,MicrosoftWord,一太郎 のいず れかに よる文書 フ ァイルを提 出 して
頂 くこ とに な ります ので,あ らか じめご留 意下 さい,図 表 をファイル として提出す る場合 に は,上 記 ワー
プロソフ トで作 成で きる もの以外 には,MicrosoftExcel,Lotus1-2-3によって作 成 された ものお よびCSV
(カ ンマ区切 りテキス ト)フ ァイル に限 り,受 領す るこ とが可能 です.そ れ以外 の ものは,鮮 明 な印刷原稿,
また はコ ピー をご用意下 さい.な お,投 稿論 文 には以下 の内容 を記載 した表紙 を添付 して下 さい.① 論 文
タイ トル② 投稿 者の氏名③ 連絡先(住 所,電 話 ・FAX番 号,Eメ ー ルア ドレス)④ 英文 タイ トル⑤英文氏
名⑥ 内容要約(日 本語,約200字).
[投稿論文送付先]
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(自 ■_, . P山 碇 ・佐麟 吉 ・欄 素明編 噺 しい公難 』0
長谷川公一著 『環境運動 と新 しい公共圏』 藪
鈴木茂著 『ハイブ リッ ド型ベ ンチャー企業』 十
安井國雄 ・富沢修身 ・遠藤宏一編 『産業 の再生 と大都市」…鎌
赤井伸郎 ・佐藤主税 ・山下耕治著 『地方交付税の経済学』 …川
? ??「 ????????????????
(⑳ 躰 財政の持続不可能性と日本貝オ政学会の持嗣 離
日本財政学会第60回大会参加記
環境経済 ・政策学会2003年 大会
梅 原 英 治 ・・149
浜 本 光 紹 ・159
創刊記念シンポジウム
「財政と公共政策」
? ? ? 〆 懸 ミ 溶 ご 善 躍'ヤ ㌧ ・寸、
本特集は02003年9月5日 に金沢大学サテライ トプラザで開催された 「財
政と公共政策」と題するシンポジウムの記録である.こ のシンポジウムでは,
まず神野直彦氏(東 京大学)が0財 政学を経済学の大きな流れの中での位置
づけた議論を展開 し,そ れを受けて井手英策(横 浜国立大学),後 藤和子(埼
玉大学),寺 西俊一(一 橋大学),佐 々木雅幸(大 阪市立大学)の 各氏がそれ
ぞれ,財 政を共通のベースとしなが らも0金 融,文 化,環 境,都 市の観点か
ら公共政策のあ り方 について問題提起を行 い,相 互に活発な討論 を行った
なお,本 特集 に神野氏による基調報告の記録が掲載されていないが,そ の内









皿 所 在 地
京都市左京区吉田本町京都大学経済学部内財政学(植 田)研 究室に本会事務局を置く。
皿 会員並びに入会規定








総会 において運営委員若干名を選出 し運営委員会を組織する。運営委員会は次の総会 までの会
務 を執行し、必要に応 じて事務局を置 くことができる。
w会 費
会員 より年間会費5,000円 を徴収する。会費の変更は総会が決定す る。
V皿 会計監査及び予算
総会は年間予算を決定 し会計監査一名を選出する。会計監査委員は年一回会計監査を行 う。








1.本 会機 関紙、『財政 と公共政策』 を年二回発行する。総会 において編集委員会を設置し、編集
委員会がその編集、発行を行 う。編集委員会の規則は別途定める。




























編 集 代 表 池上 惇
事 務 局 長 植田和弘
編 集 委 員 内山昭 北村裕明 阪本崇 佐々木雅幸 重森曉
只友景士 鶴田廣 巳 森晶寿 諸富徹














Special Features Hirofumi SHIBATA Creative Thinking should Take Priority over Literature Survey 
Special Symposium: Public Finance and Public Policy
Eisaku IDE Public Finance and Central Banking 
Kazuko GOTO Three Issues for New Public Finance System 
Shun'ichi TERANISHI New Challenges and Issues of Environmental Policies 
Masayuki SASAKI From State-bankrupcy Theory to Creative City Theory 
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Public Finance in the Era of Great Competition 
Democratic Theories of Public Finance in Japan 
Disclosure of Government Liabilities as a Monitoring 
Instrument of Fiscal Discipline
Cross Subsidy Revisited 
Issues of Public Finance in Germany
The Theories on U.S. Federal Budgeting and Fiscal 
Democracy
Preliminary to a theory of Taxation as a Policy Instrument 
Japan's Energy Policy under Degradation 
Yasushi YAMAGUCHI, Harukichi SATO, Motoaki OZEKI 
ed. "Frontiers of New Publicness", Koichi HASEGAWA 
"Environmental Movements and the New Public Sphere: 
The Perspective of Environmental Sociology" 
Shigeru SUZIKI "Hybrid Venture Business" 
Kunio YASUI, Osami TOMIZAWA, Hiroichi ENDO ed. 
"Industrial Regeneration and Great City" 
Nobuo AKAI, Motohiro SATO, Koji YAMASHITA "Reform 
of Intergovernmental Transfers in Japan" 
The 60 th Congress  of  Japanese Association of Public Finance 
The 2003 Congress of the Society for Environmental 
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